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に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
と

い
う
仮
説
」
に
つ
い
て
確
か

め
る
た
め
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク

で
あ
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ

ィ
社
（AccountAbility

）
が

０３
年
か
ら
07 
年
ま
で
、
世
界

１
０
５
カ
国
に
つ
い
て
算

出
し
た
「
責
任
あ
る
対
応
に

関
す
る
指
標（Responsible 

C
om
petitiveness Index

:

Ｒ
Ｃ
Ｉ
）」（
公
的
な
デ
ー
タ

ソ
ー
ス
か
ら
様
々
な
指
標

を
用
い
て
、
各
国
の
Ｃ
Ｒ
の

現
状
を
評
価
し
て
い
る
）
に

着
目
す
る
（
※
４
）。  

　
07
年
に
は
、
日
本
の
Ｒ
Ｃ

Ｉ
ス
コ
ア
は
、
フ
ラ
ン
ス
な

ど
、
欧
州
の
主
要
国
と
ほ
ぼ

同
じ
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
総
合
点
を
構
成
す
る

副
指
標
の
ス
コ
ア
に
興
味
深
い
違
い
が
あ
る
。
特
に
、

Ｒ
Ｃ
Ｉ
ス
コ
ア
が
ト
ッ
プ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
事

業
活
動
（
副
指
標
２
）
に
お
い
て
高
い
ス
コ
ア
を
示
し

た
。
一
方
、
英
国
は
政
策
へ
の
影
響
力
（
副
指
標
１
）

が
高
い
。
日
本
の
Ｒ
Ｃ
Ｉ
ス
コ
ア
が
低
か
っ
た
の
は
、

主
と
し
て
、社
会
へ
の
影
響
力
（
副
指
標
３
）（
フ
リ
ー

ダ
ム
・
ハ
ウ
ス
、
ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
シ
ー
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
お
よ
び
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
よ
り
）

の
ス
コ
ア
の
低
さ
が
原
因
で
あ
る
。
ま
た
、
い
く
つ
か

の
社
会
的
パ
ラ
メ
ー
タ
（
男
女
平
等
な
ど
）
に
関
す 

　
こ
の
論
文
で
は
、
企
業
責
任
と
持
続
可
能
性
に
関
す

る
最
近
の
主
要
な
動
向
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
特
に 

日
本
と
欧
州
に
お
け
る
取
り
組
み
の
類
似
点
と
相
違

点
を
検
証
し
、
お
互
い
に
学
び
合
え
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
い
く
つ
か
の
結
論
を
導
き
出
す
。  

　
市
民
権
、
持
続
可
能
性
、
説
明
責
任
、
統
制
な
ど
の

概
念
を
含
め
、
企
業
責
任
（
Ｃ
Ｒ
）
に
つ
い
て
定
義
し

て
い
る
文
献
は
多
数
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
欧
州
委
員
会

の
採
用
す
る
広
い
定
義
、つ
ま
り
、「
企
業
が
自
ら
の
事

業
活
動
お
よ
び
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
相
互
関
係

に
お
い
て
、
社
会
や
環
境
へ
の
配
慮
を
自
発
的
に
組
み

込
む
概
念
」（
※
１
）
と
い
う
定
義
を
使
用
す
る
。 

　
日
本
は
、
グ
リ
ー
ン
企
業
に
関
し
て
素
晴
ら
し
い

実
績
が
あ
る
。２
０
１
０
年「
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
」（
※
２
）
で
、
上
位
２０
社
の
う
ち

６
社
が
日
本
企
業
で
あ
っ
た
。
世
界
最
大
の
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
で
あ
る
「
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
」

（
※
３
）
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
現
在
、
世
界
１
３
０

カ
国
、
５
３
０
０
に
上
る
企
業
が
参
加
し
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
１
７
０
社
が
英
国
、
１
５
２
社
が
ド
イ
ツ

で
あ
る
。
一
方
、
ア
ジ
ア
は
、
日
本
が
１
２
３
社
、
中

国
が
１
６
０
社
で
あ
る
。   

　
こ
の
よ
う
に
、
今
や
Ｃ
Ｒ
は
多
く
の
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
に
と
っ
て
„
新
し
い
標
準
“
に
な
っ
て
い
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
国
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｒ
へ
の
取
り
組
み
方

法
に
違
い
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
　

も
し
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
ら
を
学
ぶ
機
会
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
　「
国 

は
じ
め
に 
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る
事
業
活
動
の
ス
コ
ア
は
若
干
低
い
が
、
従
業
員
訓

練
の
ス
コ
ア
は
高
い
。 

　
要
す
る
に
、
各
国
の
Ｃ
Ｒ
へ
の
取
り
組
み
方
法
に

は
定
量
化
で
き
る
違
い
が
い
く
つ
か
あ
る
。 

　
そ
れ
で
は
、
日
本
の
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
や
政
策
立

案
者
、
一
般
市
民
が
欧
州
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
あ
る

の
だ
ろ
う
か
、
ま
た
逆
は
ど
う
か
？ 

こ
の
問
い
に
答

え
る
た
め
、
次
に
、
欧
州
と
日
本
の
違
い
に
注
目
し
、

Ｃ
Ｒ
の
主
要
な
動
向
と
展
開
に
つ
い
て
検
証
す
る
。 

   

　
Ｃ
Ｒ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
多
く
の
種
類
に
分
類
で
き
る

が
「
多
く
の
日
本
企
業
は
、
欧
米
の
ビ
ジ
ネ
ス
団
体
の

白
熱
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
論
議
に
当

惑
し
て
い
る
」（
日
本
経
団
連
・
社
会
的
責
任
経
営
部

会
（
０４
年
））（
※
５
）
と
の
指
摘
の
よ
う
に
、多
く
の
企

業
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
議
論
は
複
雑
に
な

り
す
ぎ
て
い
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
２
つ
の
主
要
な
取

り
組
み
方
法
を
区
別
す
る
。
第
１
に
、
環
境
だ
け
と
は

言
わ
な
い
ま
で
も
、
環
境
に
焦
点
を
当
て
た
Ｃ
Ｒ
活

動
を
行
う
企
業
。
第
２
は
、
責
任
を
持
っ
て
対
応
す
る

べ
き
潜
在
的
な
環
境
的
・
社
会
的
・
経
済
的
影
響
の
す

べ
て
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
取
り
組
み
を
行
う
企
業

で
あ
る
。 

　
各
企
業
が
ど
の
よ
う
に
Ｃ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
報
告

し
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
で
、
欧
州
と
日
本
の
異
な
る

取
り
組
み
方
法
が
わ
か
る
。90
年
代
、
日
本
企
業
は
、

環
境
報
告
に
お
い
て
急
速
に
欧
州
企
業
に
追
い
つ
い

た
。
２
０
０
０
年
代
中
頃
ま
で
に
、
日
本
で
環
境
報
告

書
を
発
行
し
て
い
る
企
業
の
数
は
約
６
０
０
社
に
も

上
っ
た
。
ま
た
、０８
年
に
は
、日
本
は
、調
査
対
象
国
の

中
で
、
Ｃ
Ｒ
戦
略
を
公
表
し
て
い
る
大
企
業
の
割
合
が

最
も
高
く
、８６
％
で
、こ
れ
は
、英
国
の
６６
％
、ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
５４
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
（
※
６
）。  

　
ま
す
ま
す
多
く
の
日
本
企
業
が
、
環
境
・
健
康
・
安

全
以
外
の
分
野
に
も
焦
点
を
当
て
始
め
た
。
世
界
４
大

会
計
事
務
所
の
１
つ
で
あ
る
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
に
よ
る
と
、
０８

年
に
は
、
多
く
の
日
本
企
業
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

リ
ス
ク
に
も
注
目
し
始
め
た
。
最
近
の
報
告
書
に
は
、

「
環
境
」
や
「
持
続
可
能
性
」「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
な
ど
様
々
な

タ
イ
ト
ル
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か

し
、
明
ら
か
に
、
日
本
で
は
依
然
と
し
て
環
境
に
重
点

が
置
か
れ
て
い
る
。  

　
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
レ
ジ
ス
タ
ー
社
の
調
査
に
よ
る
と
、

Ｃ
Ｒ
報
告
書
を
発
行
し
て
い
る
企
業
は
世
界
で
約
４

０
０
０
社
に
上
る
（
※
７
）。
こ
の
う
ち
、
ほ
ぼ
１
５
０

０
社
（
約
４０
％
）
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
※
８
）（
世
界
で
最
も
広
く
利
用
さ

れ
て
い
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
を
使
用
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ポ
ー
テ
ィ

ン
グ
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）
は
、
広
範
な
環
境
・

社
会
・
経
済
指
標
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

Ｇ
Ｒ
Ｉ
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
環
境
主
体
の
取
り
組

み
方
法
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、 

広
範
な
Ｃ
Ｒ
へ
の
取

り
組
み
方
法
を
支
持
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。  

　
松
下
電
器
（
現 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
は
９８
年
の
環
境
報

告
書
で
Ｇ
Ｒ
Ｉ
を
使
用
し
た
が
、
世
界
で
Ｇ
Ｒ
Ｉ
を
使

用
し
た
最
初
の
１０
社
の
う
ち
の
１
社
で
あ
る
。
現
在
、

日
本
で
は
、
大
阪
ガ
ス
や
東
京
ガ
ス
を
含
め
、
お
よ
そ

１
０
２
の
企
業
が
Ｇ
Ｒ
Ｉ
を
使
用
し
て
い
る
。
一
方
、

欧
州
で
は
、
２
０
１
０
年
に
Ｇ
Ｒ
Ｉ
を
使
用
し
た
企
業

の
数
は
７
１
３
社
に
上
る
。
欧
州
に
比
べ
て
日
本
は
Ｇ

Ｒ
Ｉ
の
使
用
率
が
低
い
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
日
本

企
業
が
今
な
お
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
重
点
を
置
い
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
標
準
化
さ
れ
た
報
告
方
法
の
採
用

に
消
極
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。  

　
こ
う
し
た
日
本
と
欧
州
の„
焦
点
“の
違
い
は
、

環
境
認
証
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
取
得
件
数

に
も
表
れ
て
い
る
。
日
本
は
、
環
境
認
証
と
同
じ
く
、

品
質
認
証
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
取
得
率
が
高

い
（
※
９
）。
対
照
的
に
、欧
州
、米
国
、中
国
は
、品
質

認
証
に
比
べ
て
環
境
認
証
の
取
得
率
が
か
な
り
低
か

っ
た
。
た
だ
し
、
欧
州
の
中
に
は
経
済
規
模
か
ら
す

る
と
、日
本
と
同
じ
く
、環

境
認
証
取
得
件
数
が
多
い

国
も
あ
る
。 

　
最
近
、世
界
３０
カ
国
の

Ｃ
Ｒ
報
告
に
関
す
る
公
共

政
策
に
つ
い
て
包
括
的
な

調
査
が
行
わ
れ
た
。必
須

要
求
事
項
と
自
主
的
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
両
方
に
つ
い

て
、Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
、

 

国
連
環
境

計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）、サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
社
、
Ｇ
Ｒ
Ｉ

な
ど
（
※
１０
）
は
中
国
、ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
、
南
ア
フ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
、
Ｃ
Ｒ
報

告
を
義
務
付
け
る
国
が
増

出所）ISO 2011

Ｃ
Ｒ
へ
の
2
つ
の
取
り
組
み
方
法 
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表3

出所）Carbon Disclosure Project ,2011

加
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
し
か
し
、
現
時
点
で

は
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
全
体
と
し

て
Ｃ
Ｒ
報
告
が
義
務
付
け

ら
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い

と
思
わ
れ
、
Ｅ
Ｕ
定
義
に

お
け
る
„
自
発
的
“
と
い

う
要
素
は
残
る
と
考
え
ら

れ
る
。  

　
カ
ー
ボ
ン
・
デ
ィ
ス
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
Ｃ
Ｄ
Ｐ
）
に
よ
れ
ば
、

過
去
１０
年
間
で
、
炭
素
排

出
に
関
す
る
企
業
の
説
明

責
任
に
多
く
の
努
力
が
注

が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｃ
Ｄ
Ｐ
の
最
新
の
デ
ー
タ
で
は
、
日
本
と
欧
州
の
企
業

の
開
示
率
は
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
る
。 

し
か
し
、欧
州
で

は
、デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
非
常
に
開
示
率
が
高
い
国
も
あ

る
が
、
国
に
よ
っ
て
開
示
率
に
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ

る
。
中
に
は
広
範
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
の
プ
ロ

セ
ス
を
経
ず
に
、
炭
素
排
出
量
の
開
示
を
行
っ
て
い
る

企
業
も
あ
る
。 

　
ま
た
、
注
目
す
べ
き
傾
向
と
し
て„
統
合
報
告
“の

増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
年
次
財
務
報
告
書
な

ど
に
Ｃ
Ｒ
情
報
を
含
め
る
や
り
方
で
あ
る
。
主
と
し

て
欧
州
の
企
業
で
あ
る
が
、
統
合
報
告
書
を
作
成
し
て

い
る
企
業
は
す
で
に
数
百
社
を
数
え
る
。
ご
く
最
近
、

国
際
統
合
報
告
委
員
会
（International  Integrated 

Reporting C
om
m
ittee : 

Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
）
が
設
立
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
第
１
回
円
卓
会
議
が
今
年
１
月
に
イ

ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
か
れ
た
。
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
財
務
・
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

情
報
を
、明
瞭
で
、簡
潔
で
、一
体
と
し
て
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
統
合
報
告
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
」（
※
１１
）
で
あ
る
。  

　
要
は
、欧
州
の
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、従
来
の
年
次
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
を

超
え
る
社
会
・
経
済
・
環
境
に
関
す
る
様
々
な
内
容
を

含
む
野
心
的
な
Ｃ
Ｒ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
り
出
し
て
い

る
。
一
方
、
日
本
企
業
の
多
く
は
依
然
と
し
て
環
境
問

題
や
年
次
財
務
報
告
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
次
章

で
は
、
広
範
な
Ｃ
Ｒ
へ
の
取
り
組
み
を
行
う
企
業
が

取
り
組
ん
で
い
る
主
要
な
領
域
に
つ
い
て
見
て
み
る
。 

   

　
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
、マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
な
ど
の
大
手
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
は
、定
期
的
に
、グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
の
経
営
陣
に
対
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
Ｃ
Ｒ
ま

た
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
重
点
取
り
組
み
事
項
に

関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
調
査
か
ら
、

企
業
の
Ｃ
Ｒ
戦
略
は
、ま
す
ま
す
次
の
３
つ
の
優
先
事

項
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。 

 

　
　
・
顧
客
と
信
頼

　
　
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
協
働

　
　
・
野
心
的
な
ス
ケ
ー
ル
の
行
動

   

　
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
ス
ロ
ー
ン
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
よ

る
、
最
近
の
経
営
陣
へ
の
調
査
に
よ
る
と
、
今
や
世
界

の
２
分
の
１
か
ら
４
分
の
３
の
企
業
が
、
持
続
可
能

性
を
企
業
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
評
判
）
の
向
上
に

貢
献
す
る
主
た
る
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
多

く
の
国
の
一
般
市
民
は
、企
業
が「
社
会
的
・
環
境
的

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ
い
て
正
直
に
真
実
を
伝
え
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
に
依
然
と
し
て
懐
疑
的
で
あ
る
。  

　
倫
理
的
消
費
市
場
は
、
経
済
不
況
に
も
か
か
わ
ら
ず

成
長
し
続
け
て
い
る
。 

英
国
の
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
・
グ

ル
ー
プ
は
、
１０
年
間
毎
年
、
倫
理
的
消
費
市
場
の
動
き

を
追
跡
し
て
き
た
。
そ
し
て
最
近
の
報
告
で
、
不
況
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
２
年
間
で
グ
リ
ー
ン
ラ
ベ
ル
や

倫
理
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
た
商
品
の
消
費
が
約
２
割
増

加
し
た
と
発
表
し
た
（
※
１２
）。„
社
会
的
“商
品
（
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
食
品
、
倫
理
銀
行
な
ど
）
は
、„
グ
リ
ー

ン
“
商
品
（
有
機
食
品
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
よ
い
電

球
な
ど
）
と
同
じ
く
ら
い
の
速
度
で
普
及
し
て
い
る
。  

　
最
近
、
企
業
は
、
高
水
準
の
信
頼
を
維
持
ま
た
は
再

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
ま
す
ま
す
認
識
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
企
業
が
一
方
的
な
報

告
プ
ロ
セ
ス
を
超
え
た
方
法
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
示
す
。マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
社
の
調
査
で
は
、調

査
対
象
の
経
営
陣
の
２３
％
が
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活

動
に
関
し
て
外
部
の
意
見
を
積
極
的
に
求
め
て
い
る

と
回
答
し
て
い
る
（
※
１３
）。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
調
査
で
は
、
５１

％
の
企
業
が
積
極
的
に
顧
客
と
関
わ
っ
て
い
る
と
回

顧
客
と
信
頼 

 

Ｃ
Ｒ
重
点
取
り
組
み
事
項 

 

Ⅱ 未来を拓く、CSRをめぐる新しい潮流 



答
し
た
。
こ
れ
は
積
極
的
に
政
府
と
関
わ
り
を
持
っ
て

い
る
と
答
え
た
企
業
（
５５
％
）
と
ほ
ぼ
同
じ
多
さ
で
あ

る
。
ユ
ニ
リ
ー
バ
の
最
高
経
営
責
任
者
ポ
ー
ル
・
ポ
ル

マ
ン
氏
は
、„
顧
客
重
視
と
成
長
加
速
戦
略
“、
さ
ら

に
今
後
１０
年
間
で
、
環
境
負
荷
を
半
減
さ
せ
る
と
い
う

公
約
を
し
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
※
１４
）。 

　
新
し
い
顧
客
重
視
の
例
と
し
て
、
英
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
会
社
セ
ン
ト
リ
カ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
セ
ン
ト
リ

カ
は
、「
未
来
の
低
炭
素
社
会
へ
の
移
行
を
リ
ー
ド
す

る
最
も
信
頼
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
に
な
る
」（
※
１５
）

と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
顧
客
の
信
頼
を
得
る

た
め
の
„
双
方
向
の
関
わ
り
と
信
頼
“
を
築
く
具
体

的
な
取
り
組
み
例
と
し
て
、
英
国
の
小
売
業
テ
ス
コ

は
、
顧
客
に
、
不
要
な
包
装
容
器
類
を
購
入
時
に
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ

の
卸
売
業
者
メ
ト
ロ
は
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
商
品
情
報

を
通
じ
て
、
顧
客
と
同
社
に
商
品
を
供
給
し
て
い
る

ス
タ
ー
・
フ
ァ
ー
ム
ズ
と
を
つ
な
い
で
い
る
（
※
１６
）。 

   

　
先
進
的
な
企
業
は
、
こ
れ
ま
で
１０
年
間
に
わ
た
り

社
内
の
Ｒ
＆
Ｄ
活
動
に
か
な
り
の
投
資
を
行
っ
て
き

た
。
環
境
関
連
特
許
の
年
間
登
録
数
は
、
０５
年
か
ら
０８

年
ま
で
は
年
間
８
０
０
〜
９
０
０
件 

で
安
定
し
て
い

た
が
、
０９
年
に
は
１
１
０
０
件
へ
と
劇
的
に
増
加
し
た
。

し
か
し
、
環
境
特
許
の
大
部
分
は
、
依
然
と
し
て
、
ほ

ん
の
少
数
の
企
業
（
Ｇ
Ｍ
や
日
産
、
ホ
ン
ダ
、ト
ヨ
タ
、

フ
ォ
ー
ド
、Ｇ
Ｅ
、サ
ム
ス
ン
、サ
ン
ヨ
ー
、キ
ャ
ノ
ン

な
ど
）
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ン
・
エ
ル
キ
ン

ト
ン
氏
や
パ
メ
ラ
・
ハ
ー
テ
ィ
ガ
ン
氏
が
著
書『The 

Pow
er of U

nreasonable People

（
邦
題 : 

ク
レ
イ

ジ
ー
パ
ワ
ー
）』（
２
０
０
８
年
）（
※
１７
）
の
中
で
社
会

企
業
家
が
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
が
、

ほ
と
ん
ど
デ
ー
タ
は
な
い
。 

　
企
業
は
持
続
可
能
性
に
関
す
る
Ｒ
＆
Ｄ
の
成
功
率
を

高
め
よ
う
と
努
め
て
い
る
。モ
ニ
タ
ー
グ
ル
ー
プ
の
ボ

ブ
・
ル
リ
ー
氏
と
ス
コ
ッ
ト
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
氏
は
、「
価

値
創
造
と
成
長
を
促
進
す
る
た
め
に
、企
業
は
、従
来
の

基
準
を
は
る
か
に
超
え
る
レ
ベ
ル
で
、あ
ら
ゆ
る
種
類

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投
資
を
増
や
す
必
要
が
あ 

る
」（
※
１８
）と
述
べ
て
い
る
。Ｒ
＆
Ｄ
費
の
制
約
を
考
え

て
、先
進
的
な
企
業
の
多
く
は
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
験
的
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。  

　
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
や
顧
客
、さ
ら
に

は
競
合
企
業
と
の
協
働
が
、持
続
可
能
性
の
基
準
設
定

と
、必
要
な
透
明
性
を
実
現
す
る
た
め
の
鍵
で
あ
る
」

と
言
う
。
２
０
１
０
年
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
よ
る
経
営
陣
へ

の
調
査
は
『C

apitalizing on C
om
plexity

（
複
雑
さ

へ
の
投
資
）』を
テ
ー
マ
に
、ま
す
ま
す
複
雑
化
し
、急

速
に
変
化
す
る
経
営
環
境
の
中
で
、
創
造
性
を
高
め

る
こ
と
の
重
要
性
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。２
０
１
０

年
の
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
誌
上
で
最
も
環
境
に
配
慮

し
た
企
業
と
さ
れ
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
提
唱
す
る「
ス
マ
ー

タ
ー
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
は
、協
働
の
良

い
例
で
あ
る
（
※
１９
）。 

　
そ
の
他
、持
続
可
能
性
実
現
へ
の
課
題
解
決
の
た

め
の
協
働
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
良
い
例
と
し
て
、「
持
続

可
能
な
パ
ー
ム
オ
イ
ル
の
た
め
の
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
円
卓
会
議
（the m

ulti-stakeholder 

Roundtable on Sustainable Palm
 O
il

）」へ
の
ユ
ニ

リ
ー
バ
と
ネ
ス
レ
の
積
極
的
な
関
与
や
、
２
０
０
７

年
に
発
足
し
た
、
水
の
持
続
可
能
性
に
関
す
る
方
針

の
策
定
・
実
行
・
情
報
開
示
に
つ
い
て
企
業
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
の
官
民
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
「
Ｃ
Ｅ
Ｏ
ウ
ォ
ー

タ
ー
マ
ン
デ
ー
ト（C

EO
 W
ater M

andate

）」
へ
の
コ

カ
コ
ー
ラ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
最
も
野
心
的
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
１
つ
と
し

て
、
Ｇ
Ｅ
の
「
エ
コ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

フ
ァ
ン
ド
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ

ル
４
社
と
協
働
で
総
額
２
億
ド
ル
を
か
け
て
行
う
、

世
界
中
か
ら
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
募
集
す
る
オ
ー
プ

ン
な
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
（
※
２０
）。 

     

　
先
進
的
な
企
業
は
ま
た
、
持
続
可
能
性
に
関
す
る
重

要
な
„
公
約
“を
発
表
し
始
め
て
い
る
。
ユ
ニ
リ
ー
バ

の
目
標
は
、今
後
１０
年
間
で
環
境
負
荷
を
半
減
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、ペ
プ
シ
コ
は
、２
０
２
３
年
ま
で

に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
な
る
と
い
う
計
画
を
発

表
し
た（
※
２1
）。 

　
こ
う
し
た
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化
へ
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
は
、ま
す
ま
す
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。 

２
０
１
０
年
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
調
査
で
は
、
回
答
者
の

４
分
の
１
以
上
が
、自
分
の
会
社
は
「
持
続
可
能
性
に

投
資
す
る
機
会
を
積
極
的
に
求
め
て
い
る
」
と
答
え

た
（
※
２２
）。 

　
Ｇ
Ｅ
の
エ
コ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
担
当
副
社
長
、ス

 

野
心
的
な
ス
ケ
ー
ル
の
行
動 

 

イ
ノ
ベ
ー
シ
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ン
と
協
働 

 



 
2004

2005
2006

2007
2008

2009
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

GE-
エコマジネーション
売上高

日立-
エコ製品売上高

シーメンス-
環境ポートフォリオ
売上高

グ
ル
ー
プ
総
売
上
高
に
占
め
る
割
合

テ
ィ
ー
ブ・フ
ラ
ッ
ダ
ー
氏
は
、

「
今
、世
界
は
大
き
な
転
換

点
を
迎
え
て
い
る
と
思
う
」

と
言
う
。「
も
は
や„
持
続

可
能
性
の
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
“が
必
要
か
ど
う
か

は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
議

論
の
焦
点
は
す
で
に
、„
ど

の
よ
う
に
や
る
か
“
に
移
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
利
他
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、価
値
の

創
造
の
た
め
で
あ
る
」（
※
２３
）。

Ｇ
Ｅ
の
エ
コ
マ
ジ
ネ
ー
シ

ョ
ン
ほ
ど
知
ら
れ
て
は
い

な
い
が
、
シ
ー
メ
ン
ス
や

日
立
も
野
心
的
な
持
続
可

能
性
へ
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
Ｇ
Ｅ
の
エ

コ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
実
績
と
を
比
較
し
て
み
る
の

は
興
味
深
い
。
図
１
は
、
こ
れ
ら
３
社
の
環
境
配
慮
製

品
売
上
高
の
総
売
上
高
に
占
め
る
割
合
の
推
移
を
表

し
た
も
の
で
あ
る
（
各
社
の
グ
リ
ー
ン
・
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
定
義
に
基
づ
く
）。 

　
こ
の
３
社
の
う
ち
、
環
境
配
慮
製
品
の
売
上
高
の
総

売
上
高
に
占
め
る
割
合
が
一
番
高
い
の
は
日
立
で
あ
る
。

０９
／
１０
年
に
は
、
日
立
は
５０
％
を
超
え
て
い
る
。
シ
ー

メ
ン
ス
は
３５
％
、
Ｇ
Ｅ
は
１０
％
を
そ
れ
ぞ
れ
超
え
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
企
業
の
規
模
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
は

驚
く
べ
き
実
績
と
い
え
る
。
３
社
と
も
継
続
的
に
将
来

の
目
標
を
設
定
し
て
お
り
、
投
資
者
や
顧
客
も
そ
れ
ら

を
次
第
に
重
視
し
て
い
る
。 

   

　
こ
の
論
文
で
は
、
企
業
責
任
と
持
続
可
能
性
に
関

す
る
最
近
の
動
向
を
、
日
本
、
欧
州
及
び
米
国
の
企
業

間
の
類
似
点
と
相
違
点
に
着
目
し
な
が
ら
考
察
し
て

き
た
。
概
略
の
結
論
は
、
こ
れ
ら
３
地
域
の
企
業
は
年

次
財
務
報
告
に
重
点
を
置
い
た
Ｃ
Ｒ
へ
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
企
業
は
環
境
問
題
、
欧
州

の
企
業
は
よ
り
広
範
な
社
会
問
題
に
そ
れ
ぞ
れ
重
点

を
置
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

　
さ
ら
な
る
結
論
と
し
て
は
、（
欧
米
だ
け
で
な
く
日

本
で
も
）
先
進
的
な
企
業
は
、
顧
客
の
信
頼
を
築
く
能

力
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
績
を
向
上
さ
せ
、野
心
的

で
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
目
標
を
設
定
す
る
た
め
に
、
従

来
の
年
次
Ｃ
Ｒ
報
告
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組
み
を

さ
ら
に
進
化
・
拡
充
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。 

（
本
稿
は
英
文
で
寄
稿
い
た
だ
い
た
も
の
を
和
訳
し
、
編
集
室
に

て
要
約
し
た
も
の
で
す
） 
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